
 お出かけトークの実施結果概要 

 

１ お出かけトークの概要 

イベント参加者に、令和 6 年度に実施したワークショップで出た意見のうち、ご自身の

考えの近い意見、共感できる意見に投票（複数回答可）いただいた。 

今後、高齢者や学生向けにお出かけトークを実施予定 

 

トークⅠ：すまいる・あくしょんフェスタ 2025（主催：子ども若者政策・私学振興課） 

日 時：令和 7 年 8 月 11 日（月）祝 10 時～15 時 

会 場：守山市民ホール 

トークⅡ：けんせつみらいフェスタ 2025（主催：滋賀県建設産業魅力ｱｯﾌﾟ実行委員会） 

日 時：令和 7 年９月 20 日（土） 10 時～15 時 

会 場：希望が丘文化公園 

 

２ お出かけトークの結果 

  《回答者数》 トークⅠ：54 人、トークⅡ：158 人 

 

 
 

 

※トークⅠの「-」は、トークⅡより追加設定した項目 

 

〇２つのトークとも、⑤JR 線は絶対的に残すべきが 1 番、⑥未成年者と免許返納者の移動

手段は確保すべきが 2 番目に共感数が多い結果となった。 

〇負担に対する考えは、⑩負担は望まない、⑪負担してもよいで意見への共感は 2 分して

いる。 

 

 

 

〇2 回の出かけトークとも、共感の多かった順に 1～3 番は共通であった。 

１番目：⑤JR 線は絶対に残すべき移動手段 

２番目:⑥未成年者と免許返納者の移動手段の確保は必要 

３番目：①自家用車以外の選択肢のある暮らしを目指したい 

 〇負担に対する意見では、「⑩現状の税負担が既に大きく、これ以上の負担は望まない」 

   「⑪暮らしがよくなるのであれば、何らかの形で負担してもよい」ともに共感の声があり、 

投票数に大きな差はなく、負担に対する意見は二分していた。 

 〇「⑨自動運転の導入に期待している」への共感も多かった。 
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①自家用車以外の選択肢のある暮らしを目指したい

②まちづくり、ｺﾐｭﾆﾃｨづくりと移動手段は一体に考えるべき

③本数が少ない、運行終了が早いため公共交通を使えない

④運賃が高く、公共交通が選択肢に入らない

⑤JR線は絶対に残すべき移動手段

⑥未成年者と免許返納者の移動手段の確保は必要

⑦家族の買い物、駅や学校・塾等への送迎が負担

⑧ライドシェアの完全解禁で選択肢を増やすべき

⑨自動運転の導入に期待している

⑩現状の税負担が既に大きく、これ以上の負担は望まない

⑪暮らしがよくなるのであれば、何らかの形で負担してもよい

お出かけトークの結果 トークⅠ:すまいるあくしょんフェスタ
トークⅡ：けんせつみらいフェスタ

※ ③、④、⑦は、トークⅡから追加した項目
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３．お出かけトークの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真:すまいる・あくしょんフェスタでの投票状況と投票結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真:滋賀けんせつみらいフェスタでの投票状況と投票結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなた 

- 2 -


